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目的：ダイコンの品種間で人工交配を行い、作られた雑種個体（Ｆ１）と交配親（Ｐ）の形質比較を行

い、各形質の遺伝の仕方を調査する。 

 

実験方法：８種類の大根を育て、開花期に人工交配し F1を作る。肥料袋に F1と Pを植え栽培する。本

葉が十分成長した時期に、葉の形、大きさ、葉緑素含有量を測定する（コニカミノルタの葉緑素計

使用）。また、葉幅が最大の場所を外側・中間・内側と１ｃ㎡ずつ切り取り、葉表面の毛の密度を

測定する。根の形状、食味官能試験なども行い、形質を比較する。 

 

結果 

＊毛の密度   ・ほとんどのダイコンで外側→中間→内側と値が小さくなっている。  

＊葉緑素含有量 ・桜島大根はその値が高く、桜島を親に持つ雑種個体においてもその値は高い 

(図）が、平安すしらずはその値が低く、その雑種個体の値も低い (図）。 

＊葉の形状   ・品種によって細長い葉から、幅広いものまでみられたが、交配種との因果関係 

は見出せなかった。 

＊葉の裂数   ・品種間で葉１枚あたりの列数は異なっており、交配種では両親の形質の中間あ 

たりを示している。 

＊根(食用部分) ・品種毎に形状の違いは発現したが、ＰとＦ１との明確な関係性は見出せなかった。 

の形状     また、すべての個体が代表的なダイコンらしい形を発現するわけではないことも 

わかった。 

       ・ダイコン（食用部分）の長さは、根の長さによって決まり、胚軸の長さはどのダ

イコンでもほぼ一定であることがわかった。  

 

考察及び今後の展望：ダイコン葉表面に毛が密生するのは、ダイコン自身の摂食者に対する防御対策（適

応）であると考える。外側から順じ毛の密度が小さくなっていくのは１種のトレードオフであろう。

つまり、毛を生産するコストとそれによる防御効果を考えると、まず摂食者が食いつきやすい外側に

増やしたほうがより適応的であると考える。毛の多い桜島は、より原種に近いと考えられ、耐病総太

りが毛の少ない理由は、味だけでなく収穫のしやすさなどの選抜が積み重ねられた結果であろう。た

だ、データ量が少なくその形質が交配種にどのように遺伝しているのか明確にできなかったのが残念

である。 

  葉緑素量は、見た目通りの結果が得られた。葉緑素を多く含む桜島ダイコンを親にした交配種では、

その形質が引き継がれた。今後、相反交雑を行うことで両親のどちらの影響を強く受けるのか検証し

たい。 

葉緑素計の値 

図 各グループの葉緑素の含有量（平均値＋SD）  

 

表 F1の種類とサンプル数 

桜島及びその交配種 


